サ　ッ　カー　競　技　規　則

（１）日時　　　　6月11日（土）　 AM9：00開始（予選リーグ）大雨・雷雨等順延（12日）

　　　　　　　　　6月12日（日）　 AM9：00開始（予選リーグ）大雨・雷雨等順延（18日）
　　　　　　　　　6月18日（土）　 AM9：00開始（ラウンド１２）大雨・雷雨等順延（26日）
　　　　　　　　　6月25日（土）　 AM8：30開始（順位決定戦・第4代表決定戦　大雨雷雨等順延（26日）
（２）会場　　　　6月11日（土）　旭町中学校　豊科南中学校　筑摩野中学校　信明中学校　梓川中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　丘中学校　塩尻市中央スポーツ公園　
　　　　　　　　　6月12日（土）　旭町中学校　豊科南中学校　筑摩野中学校　信明中学校　梓川中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　丘中学校　塩尻市中央スポーツ公園
6月18日（日）　旭町中学校　松本市サッカー場　かりがねサッカー場
豊科南中学校　　塩尻西部中学校　筑摩野中学校　信明中学校
6月25日（土）  旭町中学校　松本市サッカー場　※予備日　26日は旭町中　豊科南中　丘中
（３）参加資格　　松本、塩筑・木曽、安曇野北安の学校で、松本18、塩筑・木曽5、安曇野4、の合計２７チーム　　

（４）チーム編成　監督（校長・教員または部活動指導員）1名、コーチ（教員または当該校校長の認めた指導者で届出を提出した指導者、部活動指導委員）1名、選手20名、マネージャー（教員または生徒）1名、計23名以内とする。

（５）競技規則

1 2022年度（公財）日本サッカー協会競技規則に準ずる。

2 この大会は（公財）日本サッカー協会懲罰規定を用いる。

3 この大会は、1日目・2日目予選リーグ、３日目代表決定トーナメント、4日目代表決定戦・順位決定戦で行う。

4 競技時間は50分（25分ハーフ）とし、勝敗の決しない場合はPK方式により勝敗を決定する。

5 リーグ戦の順位決定は勝ち点制で行う。勝ち４点、ＰＫ勝ち２点、ＰＫ負け１、負け0点。勝ち点の多い２チームが３日目の代表決定トーナメントに臨む。勝ち点が同じ場合は（a）当該チームの勝敗（b）得失点（c）総得点（d）PK戦の順で決定する。（d）の場合、審判団は専門委員が決める。また、専門委員の責任抽選によるトーナメント戦とする。

6 競技者の交替は登録された9名以内とする。自由な交替を認めない。

7 試合球は新品5号を運営側で用意する。ボール代として3,800円を当日徴収する。
8 ユニフォームは1番から99番までの番号とする。胸番号をつけること。異色2着を用意する。
 主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したときは、両チームの立ち会いのもとに、そ の試合において着用するユニフォームを決定する。また、主審は、両チームの各２組のユニフォームの内から、シャツ、ショーツ 及びソックスのそれぞれについて、判別しやすい組み合わせを決定することができる。 ソックスにテープまたはその他の材質のものを張り付ける、または外部に着用する場合、ソックスの同色でなくてもよい。 ユニフォームのデザイン・ロゴ等が異なっていても、主たる色やデザインが同様と主審が判断すれば着用することができる。

ユニホームのシャツが縞(縦縞も横縞も)の場合は、背番号表示をわかりやすくすること。

9 ベンチには資格や人数の規定通りに入る。

10 メンバー表は試合開始30分前に本部に持参し、本部と対戦チームに提出する。その際ユニフォームの確認も行う。

11 登録選手の変更は新しいメンバー表兼申し込み用紙で作り直し当日朝監督会議で提出する。
12 テクニカルエリアを設け、1名に限りそこで指示を与えられる。
13 雷が鳴ったら、競技を中断することを原則とする。雷の危険がなくなったら、競技を再開する。次の試合の競技開始時間は、伸びた時間分遅らせる

（６）その他

1 開閉会式は行いません。
2 ８：００～監督会議を行う。必ず参加する。その際、ボール代を徴収するので、学校名が分かるように用意し、各会場の専門委員に渡すようにする。
3 監督会議終了後、審判会議を行う。帯同審判員制となるので各チームで対応する。審判証の提示を必ず行う。審判員は2007年4月1日以前生まれとする。

4 会場使用上の注意（ごみの持ち帰り、保護者のタバコ吸殻、指定場所への駐車など）確認し厳守する。

5 観戦態度についても中学生の大会として教育的な配慮がされるよう願いたい。

6 登録選手全員より大会参加費を徴収する。金額は１人500円とする。（マネージャーは含めない）

本中体連は、このプログラムに記載した個人情報を参加資格の確認や競技組み合わせをはじめとする大会運営業務に使用し、大会関係以外には一切使用しません。取り扱いには十分にお気をつけください。

※新型コロナウィルス感染拡大防止に関わって以下の点についてお願いします。
・声を出しての応援は避けて下さい。(部員も含め)
・健康チェックカードを持参し(必ず検温をした上で)、顧問が朝確認の上参加をさせて下さい。
・外部コーチ、審判の方も検温をした上での参加をお願いします。
会場における感染対策
1 会場入口で、入場者全員が手指消毒できるよう、アルコール消毒液を準備する。
　②　場内では、選手・スタッフ・保護者など全員が３密を避けるようにするとともに、距離を保てない場面などでは運動時以外はマスクを着用する。ただし、熱中症のリスクがある場合を除く。
　③　屋内控室はできるだけ使用しないようにし、使用する場合は、２つの方向の窓を開け、密にならないように短時間の利用とする。（感染警戒レベルによって対応を変更する）
　④　控え場所やミーティングの際、密にならないようにする。
　⑤　ベンチは追加ベンチをできる限り設置し、間隔をあけて座れるようにする。
6 トイレと手洗い場には、ポンプ式液体または泡石鹸、ペーパータオル、ゴミ袋、アルコール消毒液を用意する。
7 必要に応じて、感染対策を参加者・来場者に促す掲示をする。例「手洗いは３０秒以上」など

8 保護者の観戦については、感染状況により別に顧問から連絡をする。
試合における感染対策
1 試合前、試合後の相手チーム、審判団との握手、ハイタッチは実施しない
2 両チームベンチへの挨拶を実施しない
3 密集密接（手をつなぐ、肩を組む）となるような円陣は行わない、尚、密集、密接にならず社会的距離（できるだけ２ｍ、最低１ｍ）を保って円になって集まることは認められる
4 ピッチ内でも咳エチケットを守り、つばを吐く、手鼻をかむなどの行為を行わない
5 口に含んだ水をピッチ内に吐かない
6 ボトルを共有しない（飲水タイムを計画的にとる）
7 水・氷をためたクーラーボックスを共有しない
8 タオルを共有しない
9 ピッチ上でチームメイト、審判員と会話する際にも互いの距離についてしっかり配慮する
10 ベンチではマスクを着用し、会話を控える、ただし、テクニカルエリアで指示を送る際はマスクを外してよい
　
